
ブブロロッックク活活動動報報告告書書  
 

活動申請書：No.2018-10                               

作成日：2018年 9月 15日      

ブロック：東海北陸ブロック 

名称： 第 11回 東海北陸ブロック会  
 

１．実施日時：2018年 9月 15日（土）  13 時 30分～16時 30分 

２．会 場： 名古屋市熱田区在宅サービスセンター 研修室 

３．講 師： 神田春美氏、森田貞子氏、山端二三子氏、永井知直美氏 

４．参加人数：計 40人 

県名 人数 県名 人数 県名 人数 

愛知 県 31人 福井 県 1人 三重 県 ３人 

岐阜 県 ４人 石川 県 1人  

５.活動内容の報告 

（1）活動の目的 

 

（2）具体的な内容 

  

（3）活動の効果 

 

 （4）その他 

 

１、会員相互の交流を図りネットワークを作る。 

２、地域での活動をお互いに共有し、認定看護師としての役割を共に考える。 

 

１．日本訪問看護認定看護師協議会より伝達事項 

① 愛知県看護協会認定看護師教育課程卒業生の協議会への加入が少ないため、周囲から

の声掛けを行ってほしい。 

② 11月 10日の交流会へ是非参加してほしい。認定看護師新制度の話もある。 

③ 認定看護師新制度について、スライドで紹介、簡単に説明を行う。 

日看協の H.P.を各自で確認しておくこと。 

 

２．実践報告 

① 神田春美氏：柊訪問看護ステーションの取り組み 

所属：有限会社シーズン 柊訪問看護ステーション 

② 森田貞子氏：看護小規模多機能型居宅介護‘すみれの家’を開設して 

所属：株式会社すみれ すみれ訪問看護ステーション 

③ 山端二三子：特定行為研修終了後の活動報告 

所属：碧南市在宅ケアセンター訪問看護ステーション 

④ 永井知直美氏：三河地区の活動報告 

所属：一般社団法人 安城市医師会安城在宅医療サポートセンター 

 

３．実践報告からの G.W.及び発表 

 

それぞれの地域での特性を理解し、地域診断することで、各自が地域の問題や課題を見つけ、問題解

決に向けての認定看護師としての実践活動が、とても参考になった。 

・北陸地方、静岡からの参加が少なく、研修案内を出しても返事がないなどの問題がある。交通の便が

悪いなどの問題もあるが、今後の課題である。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～講義の様子～ 

～グループワークの様子～ 


